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入園・進級おめでとうございます！ 

今年度新たに入園した

お子さんの入園式を行い

ました。一人ひとり名前

を呼ばれ、返事をしまし

た。保護者の方と一緒にみんな泣かずに参加できまし

たよ。在園児代表として年長のこぶしぐみの子ども達

が参加し、春の歌を披露しました。年長児らしい頼も 

しい姿をみせて 

くれました。 

4/1 には３歳 

以上児クラスの 

子がホールに集 

まり、進級式を行 

いました。一つずつ大きなクラスになったこと、担当

する先生が変わることを伝え、新しく入った先生の紹

介をしました。和やかな雰囲気から新生活を楽しみに

している子が多いことを感じました。 

中には部屋や先生が変わったり、新たな環境での生

活に不安な様子を見せるお子さんもいると思います。

園が安心できる場になるように職員一同努めていき

ます。ご心配やご質問がありましたらいつでもどの職

員にでもお声かけください。一年間どうぞよろしくお

願いいたします。 

  
４月の行事 

１日（金）進級式 

６日（水）入園式 

 １２日（火）歯科検診・フッ素塗布 

 ２５日（月）えいごとあそぼう → 

２６日（火）避難訓練 

２７日（水）体育遊び（3・4・５才児） 

 

 

 

 

 

 

 

 

お願い 
＊5/7 の土曜保育の申請について 

5/7 の土曜保育を利用される方は 4/27(水)の正
午までにお申込みください。GW のため通常の締切
日とは変わりますのでご注意ください。4/30 の土
曜保育も 4/27(水)が申込締切日です。 

 

遊びを見守る 
 子ども達を園で見ていると頭と身体をたくさん使

っていろいろな遊びに挑戦する中で、様々な経験を重

ね、自分の能力を高めていることがわかります。 

大切なのは、出来るかどうか、登れるかどうかでは

ありません。日々の遊びの中であれこれ考えながら試

行錯誤すること、自分のタイミ

ングで繰返し挑戦すること、自

分の身体をイメージどおりに動

かすこと、危険を予測して回避

できるようになることなど、ど

れも子ども達がこれから生きて

いく上で自分自身の身を守りながら、未

来を切り拓いていくための大切な力にな

ります。幼児期は木に例えると根っこを

育てる時期です。時間をかけて丈夫な根

っこを育てていきましょう。そのために、

保護者の皆さんには園での子どもの遊び

に関する『見守り３か条』をお願いします。 

１ 手伝わない 
 自力で登る体力・判断力こそケガ防   

止につながります。 
２「頑張って」「できるよ」「こうし
たらいいよ」などは言わない 
 大人の期待に応えようとして、子ども自身の判断を狂わせ 

る恐れがあり、危険につながります。 

３ 途中でやめるのも良しとする 
 子どもが自分で感じて考えて、今はやめる・やらないとい 

う場合は危険が回避され、結果、安全につながります。大人 

はそのときの子どもの選択をそっと受入れ、心の中で次の 

挑戦を応援してください。 

 

📱業務で使用しています 
職員は次のような業務で携帯電話を使用します。 
➀ 登降園状況の確認 
② ﾄﾞｷｭﾒﾝﾃｰｼｮﾝ作成のための写真等の撮影 
③ ﾄﾞｷｭﾒﾝﾃｰｼｮﾝの作成 

 ＊個人情報の流出には最大限注意しています。 

方針 豊かな遊びを通して、生活する力・ 

遊ぶ力・考える力・楽しむ力を育む 

目標 ・毎日が楽しい子ども 

・自分もみんなも大好きな子ども 

・のびのびと表現できる子ども 

 

新型コロナウィルスの感染状況により、予定している
行事が変更になる場合があります 

歯科検診が受けられ
なかった場合は後日、
歯科医院に行って受
けてください。 
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